
（3）　平成18（２００６）年7月28日　　　ひの市議会だより　第176号　 

意 見 書 ・ 決 議  意 見 書 ・ 決 議  

（注１） ひのっ子就学前コア 
カリキュラム…市内の小学校、 
公私立幼稚園・保育園の作成 
委員が集まり、幼児期に身に 
つけたい力を話し合い、大切 
にしたい遊びや活動を考察し整理したもの。幼児期の遊
びが小学校の学びに円滑につながり、子どもの個性や能
力を段差なく伸ばすことを目指して作成した。 
（注２）コミュニティーゾーン…歩行者の通行を優先す
べき住居地区等で、地域内の安全性・快適性・利便性の
向上を図ることを目的として、総合的な交通対策を展開
するある一定のまとまりをもった地区。交通事故を防止
し、同時に通過交通や自動車速度を抑制して、生活道路
の安全性や快適性、利便性を向上する。 

問
１
　
自
治
基
本
条
例
の
意

義
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。
 

答
１
（
企
画
部
長
）
　
第
４

次
基
本
計
画
・
基
本
構
想
を

よ
り
推
進
す
る
た
め
制
定
す

る
も
の
で
す
。
 

問
２
　
市
長
の
見
解
を
問
う
。
 

答
２
（
市
長
）
　
制
定
す
る

時
期
に
き
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
 

問
　
本
年
度
の
主
要
事
業
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。
 

答
 

今
後
、
ベ
ン
チ
の
設
置
を
推

進
し
て
い
く
考
え
で
す
。
 

問
　
市
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運

行
事
業
を
利
用
で
き
な
い
か
。
 

答
（
総
務
部
長
）
　
利
用
拡

大
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。
 

池
田
　
利
恵
 

（
自
民
ク
ラ
ブ
）
 

日
野
市
の
憲
法
　
自
治

基
本
条
例
の
制
定
を
 

社
会
福
祉
協
議
会
「
ふ

れ
あ
い
号
」
運
行
の
危

機
回
避
を
！
 

馬
場
　
繁
夫
 

（
公
　
明
　
党
）
 

教
育
改
革
促
進
で
公
立

学
校
新
時
代
を
 

渡
辺
　
眞
 

（
自
民
ク
ラ
ブ
）
 

我
が
国
を
襲
う
亡
国
条

例
案
の
数
々
、
無
防
備

地
域
条
例
、
自
治
基
本

条
例
、
子
供
権
利
条
例

等
 

接
客
態
度
の
向
上
を
は

ば
む
も
の
は
何
か
 

田
原
　
茂
 

（
公
　
明
　
党
）
 

歩
行
者
・
自
転
車
・
優

先
の
ま
ち
づ
く
り
へ
 

よ
り
良
い
高
齢
者
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
よ
う
！
 

森
田
　
美
津
雄
 

（
無
　
会
　
派
）
 

子
ど
も
を
め
ぐ
る
今
日

的
諸
課
題
に
つ
い
て
問

う
！
 

答
（
市
長
）
　
子
ど
も
支
援

セ
ン
タ
ー
が
大
き
な
窓
口
と

な
り
幅
広
く
受
け
入
れ
、
し

っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

答
（
教
育
部
長
）
　
地
域
住

民
が
集
い
、
語
り
合
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
の
設
置

も
含
め
、
今
後
の
設
計
の
中

で
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

答
（
環
境
共
生
部
長
）
　
多

く
の
市
民
が
憩
え
る
場
所
と

し
て
、
国
土
交
通
省
へ
要
請

し
て
い
き
ま
す
。
 

問
　
市
立
病
院
の
受
付
シ
ス

テ
ム
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
。
 

答
（
病
院
事
務
長
）
　
患
者

さ
ん
へ
の
配
慮
や
効
率
性
か

ら
、
現
行
の
形
で
行
な
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

馬
場
　
賢
司
 

（
公
　
明
　
党
）
 

発
達
障
害
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
、
子
ど
も
た
ち

を
守
る
支
援
体
制
の
強

化
を
！
 

問
１
　
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。
 

答
１
 

積
極
的
に
現
地
を
確
認
し
、

設
置
の
要
望
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問
２
　
歩
車
分
離
信
号
を
広

報
す
る
機
会
を
つ
く
れ
な
い

か
。
 

答
２
（
市
長
）
　
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

答
（
健
康
福
祉
部
長
）
　
基

本
的
な
機
能
を
各
地
域
で
展

開
拡
大
し
浸
透
さ
せ
て
、
高

齢
者
同
士
や
他
世
代
と
の
交

流
、
社
会
参
加
の
促
進
を
地

域
と
行
政
の
協
働
で
進
め
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

菅
原
　
直
志
 

（
市
民
ク
ラ
ブ
）
 

歩
車
分
離
信
号
を
推
進

し
よ
う
 

問
１
　
市
の
条
例
に
あ
る
、

被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
は
ど
う
取
り
組
ん

で
い
る
か
。
 

答
１
（
総
務
部
参
事
）
　
警

察
、
消
防
等
関
係
機
関
に
声

を
か
け
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
２
　
被
害
者
の
声
を
聞
こ

う
と
い
う
こ
と
を
基
本
姿
勢

に
し
て
や
っ
て
い
く
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。
 

答
２
（
市
長
）
　
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

被
害
者
支
援
施
策
を
進

め
よ
う
 

古
賀
　
壮
志
 

（
自
民
ク
ラ
ブ
）
 

日
野
市
も
花
粉
症
対
策

の
一
環
と
し
て
多
摩
産

材
（
杉
、
檜
）
の
積
極

活
用
を
 

問
　
公
共
施
設
の
連
携
で
、

駐
車
場
の
有
効
活
用
を
。
 

答
（
総
務
部
長
）
　
隣
接
ま

た
は
近
接
す
る
公
共
施
設
で
、

開
館
時
間
や
利
用
時
間
の
ピ

ー
ク
が
異
な
る
施
設
も
あ
る

の
で
、
相
互
利
用
を
促
進
し
、

利
用
者
の
利
便
性
確
保
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
 

問
１
　
障
害
者
用
信
号
機
は

早
期
に
増
設
を
。
 

答
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
に
基
づ
き
、
平
成
22
年
度

ま
で
に
既
設
を
含
め
32
カ
所

設
置
す
る
予
定
で
す
。
 

問
２
　
障
害
者
の
方
の
ご
み

回
収
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
は
。
 

答
２
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

長
）
　
細
か
な
分
別
が
困
難

な
方
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

シ
ー
ル
、
指
定
日
以
外
に
排

出
が
で
き
る
エ
ン
ゼ
ル
ボ
ッ

ク
ス
、
指
定
収
集
袋
・
手
数

料
の
減
免
が
あ
り
ま
す
。
 

窪
田
　
知
子
 

（
公
　
明
　
党
）
 

公
共
施
設
の
駐
車
場
に

つ
い
て
 

■
日
本
と
同
様
の
安
全
基
準
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
、

米
国
産
牛
肉
の
輸
入
再
開
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
 

　
政
府
は
、
牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
の
危
険
部

位
除
去
違
反
で
、
禁
輸
と
な
っ
て
い
る
米
国
産
牛
肉

の
輸
入
再
開
に
つ
い
て
日
米
協
議
を
進
め
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
日
本
政
府
が
輸
入
再
開
の
根

拠
に
し
た
食
品
安
全
委
員
会
プ
リ
オ
ン
専
門
調
査
会

の
評
価
報
告
は
、
米
国
産
牛
肉
の
安
全
性
に
つ
い
て

デ
ー
タ
に
不
明
な
点
が
多
く
、
米
国
産
牛
肉
の
輸
入

が
妥
当
か
ど
う
か
、
一
か
ら
論
議
を
や
り
直
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
日
野
市
議
会
は
、
輸
入
牛
肉

対
策
を
根
底
か
ら
見
直
し
、
日
本
と
同
様
の
安
全
基

準
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
、
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
を
再

開
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。
 

　
以
上
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。
 

【
意
見
書
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、

　
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
 

■
（
仮
称
）
市
民
の
森
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
の
建
設
に
 

関
す
る
決
議
 

　
日
野
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
施
設

と
し
て
南
平
体
育
館
や
市
民
会
館
等
を
整
備
し
て
き

た
が
、
施
設
内
容
か
ら
使
用
目
的
が
限
定
さ
れ
、
交

流
を
図
る
た
め
の
有
効
な
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る

と
は
い
い
が
た
く
、
小
規
模
な
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
交

流
や
限
定
的
な
活
動
に
と
ど
ま
り
、
市
民
交
流
の
活

性
化
に
限
界
が
見
え
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
や

多
種
多
様
な
目
的
で
利
用
で
き
る
施
設
の
確
保
は
ま

ち
の
活
性
化
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
多
く
の
市
民

が
長
年
待
ち
望
ん
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
 

　
日
野
市
の
ま
ち
の
発
展
、
市
民
交
流
の
活
性
化
、

市
民
の
元
気
回
復
の
施
策
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に

も
、
（
仮
称
）
市
民
の
森
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
の
建
設

を
計
画
通
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
日
野
市
議
会
と
し

て
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
決
議
す
る
。
 

■
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
す
る
抗
議
に
つ
い

て
の
決
議
 

　
７
月
５
日
の
未
明
よ
り
複
数
回
に
わ
た
り
、
北
朝

鮮
か
ら
ミ
サ
イ
ル
等
が
発
射
さ
れ
た
こ
と
は
、
我
が

国
の
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
許
し
が
た

い
暴
挙
で
あ
る
。
北
朝
鮮
が
、
我
が
国
を
含
む
関
係

各
国
に
よ
る
事
前
の
警
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発
射

を
強
行
し
た
こ
と
は
、
日
朝
平
壌
宣
言
に
あ
る
ミ
サ

イ
ル
発
射
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
も
違
反
す
る
も
の
で
あ

り
、
核
問
題
に
関
す
る
６
カ
国
協
議
の
共
同
声
明
と

も
相
い
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
市
議
会
は
、

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し
断
固
抗
議
す
る
と

と
も
に
、
我
が
国
の
平
和
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

北
朝
鮮
が
こ
う
し
た
暴
挙
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い

よ
う
政
府
に
お
け
る
万
全
の
対
策
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。
以
上
、
決
議
す
る
。
 

今
定
例
会
及
び
第
１
回
臨
時
会
で
可
決
し
た
意
見

書
・
決
議
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

贈らない！ 

求めない！ 

受け取らない！ 

議員活動に対しては 

法律上いろいろな制限が加えられています 

○暑中見舞状などの禁止（ただし、自筆答礼は除く） 
○寄付の禁止 
○香典や結婚披露宴における祝儀の禁止 
（ただし、本人が出席したときを除く） 
○あいさつを目的とする有料広告の禁止　など 
 

問
１
　
食
育
教
育
・
食
育
推

進
計
画
に
つ
い
て
問
う
。
 

答
１
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）
 

食
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
産

業
振
興
課
、
学
校
課
等
と
連

携
し
、
学
校
給
食
地
元
野
菜

供
給
事
業
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
庁
内
食
育

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
総

合
的
に
推
進
し
ま
す
。
 

問
２
　
幼
保
一
元
化
、
幼
小

中
の
一
貫
教
育
に
つ
い
て
問

う
。
 

答
２
（
教
育
部
参
事
）
　
ひ

の
っ
子
就
学
前
コ
ア
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
（
注
１
）
を
具
現
化

し
た
行
動
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
る
保
育
や
小
中
連
携
の
中

で
授
業
改
善
を
行
う
な
ど
、

幼
小
中
の
一
貫
教
育
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
 

問
３
　
教
育
改
革
に
つ
い
て

問
う
。
 

答
３
（
市
長
）
　
大
き
な
変

革
の
な
か
で
、
先
を
読
み
つ

つ
新
し
い
日
野
の
教
育
が
行

わ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
応
援

を
し
て
い
き
ま
す
。
 

問
１
　
武
力
攻
撃
事
態
対
処

法
、
国
民
保
護
法
が
規
定
す

る
地
方
自
治
体
の
責
務
と
は
。
 

答
１
（
総
務
部
長
）
　
住
民

の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
保

護
す
る
た
め
、
国
及
び
他
の

自
治
体
と
相
互
に
協
力
し
必

要
な
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速

に
実
施
す
る
こ
と
で
す
。
 

問
２
　
自
治
基
本
条
例
を
憲

法
扱
い
し
外
国
人
を
含
む
市

民
参
画
を
義
務
化
す
る
な
。
 

答
２
（
企
画
部
長
）
　
市
民

参
画
や
市
民
と
の
協
働
を
ル

ー
ル
化
し
、
整
合
さ
せ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問
１
　
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
問
う
。
 

答
１（
ま
ち
づ
く
り
部
参
事
）

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
、
路
側
線
の
設
置
等
の

整
備
を
す
る
と
共
に
、
啓
発

活
動
や
危
険
箇
所
・
通
学
路

点
検
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
規
制
に
よ
る
安

全
対
策
も
図
っ
て
い
ま
す
。
 

問
２
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ゾ

ー
ン
（
注
２
）
の
設
置
に
つ

い
て
問
う
。
 

答
２
 

日
野
警
察
署
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
調
査
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
 

問
１
　
子
ど
も
の
命
の
安
全

・
安
心
に
つ
い
て
市
の
取
り

組
み
を
問
う
。
 

答
１
（
総
務
部
参
事
）
　
子

ど
も
を
見
守
る
動
き
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
の
で
、

私
た
ち
が
庁
内
の
調
整
役
を

す
る
と
い
う
形
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

問
２
　
子
育
て
中
の
保
護
者

の
居
場
所
、
相
談
や
交
流
の

場
を
、
気
軽
に
歩
い
て
い
け

る
と
こ
ろ
に
ど
う
作
っ
て
い

け
る
の
か
を
問
う
。
 

答
２
　
　
　
　
　
　
　
 
拠

点
と
し
て
、
児
童
館
あ
る
い

は
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
、
あ
か
い
や
ね
等
の
整
備

を
し
て
き
て
い
ま
す
。
 

問
３
　
子
ど
も
の
権
利
条
例

の
早
期
制
定
に
つ
い
て
問
う
。
 

答
３
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し
て

の
案
と
逐
条
解
説
が
で
き
て

い
ま
す
。
現
在
そ
れ
を
検
討

し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
目
指

し
て
い
る
状
況
で
す
。
 

問
１
　
日
野
市
の
花
粉
症
患

者
の
実
態
は
ど
う
か
。
 

答
１
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

日
野
市
を
限
定
し
た
資
料
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
数

の
把
握
も
難
し
い
状
況
で
す
。
 

問
２
　
多
摩
産
材
の
活
用
可

能
な
市
の
事
業
は
何
か
。
 

答
２
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

学
校
や
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
公
共
施
設
の
内
外
装
、
い

す
、
机
な
ど
へ
の
活
用
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問
３
　
多
摩
産
材
の
需
要
拡

大
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
。
 

答
３
（
市
長
）
　
学
校
は
も

と
よ
り
市
内
の
公
共
施
設
に

は
、
も
っ
と
木
を
使
い
た
い

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
野
宿
通
り
の

再
生
の
中
で
、
そ
の
周
辺
の

地
主
の
方
々
に
、
可
能
性
の

あ
る
と
こ
ろ
に
は
木
を
使
う

よ
う
な
町
並
み
が
い
い
と
話

し
て
い
ま
す
。
 

い
て
 

（
ま
ち
づ
く
り
部
参
事
）
 

（
ま
ち
づ
く
り
部
参
事
）
 

（
ま
ち
づ
く
り
部
参
事
）
 

障
害
者
福
祉
政
策
に
つ
 


